
ま
ず
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議

会
の
代
表
が
意
見
を
表
明
。

Ｐ
Ｔ
Ａ

現
在

の

高

校
は

保

護

者
が
望
む

姿
か
ら
離

れ
て

い

る
。
今
回

の
案
は
さ

ら
に

子

ど
も
た
ち

に
混
乱
や

不
安

を

招
き
、
不

利
益
を
も

た
ら

し

到
底
納
得

で
き
な
い

。
財

政

問
題
を
つ

く
っ
た
大

人
の

失

敗
を
子
ど

も
に
し
わ
寄

せ

し

て
は
い
け

な
い
。
保
護

者

の

理
想
は
徒

歩
・
自
転
車

で

通

学
で
き
る

範
囲
に
子
ど

も

や

保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
応

え

ら
れ
る

高
校
が
あ
る
こ
と
だ

。

委

員

い
ろ

い
ろ
ニ

ー
ズ

は

あ

る
が
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
し
て

は

何
が
一

番
大
切
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ

生

徒

・

保
護

者

の

多

く
が
希
望

す
る
普
通
科

高

校
を
確

保
し
て
欲
し
い
。

次
に
学
校

運
営
協
議
会

。

再

編
賛
成
、

反
対
、
要
望

に

分
け
て

の
紹
介
し
ま
し
た
。

学

校

運

営

協

議

会

社
会

情

勢

の
変
化
に

対
応
し
た
見

直

し
は

必
要
。
子

ど
も
の
減

少

か
ら

や
む
を
得

な
い
。
た

だ

し
、

伝
統
あ
る

長
北
は
考

慮

さ
れ

た
い
。
進

学
や
ス
ポ

ー

ツ
面
の
向

上
を
図
る
再
編
を

。

子

ど
も
た
ち

は
、
長
北

と

長
浜

の
特
徴
を

踏
ま
え
て

選

択
し

て
お
り
、

統
合
に
は

無

理
が

あ
る
。
伝

統
あ
る
地

元

の
高

校
を
な
く

さ
な
い
で

欲

し
い
。
北

高
と
長
高
の
統
合

、

北
星

高
校
定
時

制
の
廃
止

に

は
、

住
民
の
願

い
が
反
映

さ

れ
て

い
な
い
。

学
校
数
の

減

少
や

学
科
再
編

で
課
題
が

解

決
す

る
と
は
思

え
な
い
。

小

人
数
で
も
力
は

伸
ば
せ
る
。

湖

北
特
有
の

交
通
事
情

や

冬
の

状
態
を
考

慮
し
て
欲

し

い
。

北
部
地
域

の
経
済
負

担

や
失

望
に
つ
な

が
ら
な
い

よ

う
、

将
来
の
夢

が
描
け
る

再

編
を

。
効
率
や

競
争
の
優

先

は
、

学
校
不
適

応
の
増
加

に

つ
な

が
り
、
経

済
的
心
理

的

負
担

が
増
す
社

会
に
な
る

。

弱
者

に
優
し
い

教
育
を
目

指

す
こ

と
が
住
み

や
す
い
街

づ

く
り

に
つ
な
が

る
。
納
得

で

き
る

計
画
を
つ

く
る
た
め

議

論
を
積
み
上
げ

て
欲
し
い
。

次
に
校
長
会

の
意
見
で
す

。

校
長
会

湖
北

に
は

「
湖
北

で
育
っ

た
子
ど
も

が
湖
北
の

高
校
に

進
学
し
湖

北
で
活
躍

し
て
欲

し
い
」
と

の
願
い
が

あ
る
。

湖
北
に
は

私
学
が
な

い
。
経

済
的
な
こ

と
も
あ
り

公
立
志

願
が
多
い

。
「
人
口

密
度
＝

高
校
の
数

」
で
は
い

け
な
い

。
全
県
一

学
区
で
、

湖
北
の

進
学
校
が

減
っ
た
の

で
は
。

高
校
の
先

生
方
と
も

話
し
合

い
活
力
あ

る
高
校
に

し
た
い

。
リ
ー
ダ

ー
を
育
て

つ
つ
ハ

ン
デ
ィ
を

負
う
生
徒

が
学
び

直
す
高
校

教
育
を
。

大
規
模

で
は
生
徒

指
導
も
困

難
、
適
正
規
模
の
議

論
を
。

湖
北

の
高
校
を

守
る
会
の

對
月
さ

ん
は
、
適

正
規
模
の

問
題
に
集
中
し

て
意
見
陳
述

。

守
る
会

県
は

「
大
規

模
で

な
い
と

切
磋
琢
磨

が
出
来
な

い
」
と

言
う
が
「

学
校
が
小

さ
い
か

ら
活
力
が
な

い
」
と

言
う
話

は
聞
い
た
こ

と
が
な

い
。
前

任
校
の
長
農

は
、
４

ク
ラ
ス

の
学
校
で
、

毎
朝
、

生
徒
の

状
況
に
つ
い

て
担
任

が
情
報

を
交
換
し
た

。
ど
の

親
の
電

話
で
も
、
ど

の
担
任

も
対
応

で
き
た
。
昨

年
度
、

あ
る
ク

ラ
ス
は
入
学

生
が

1

人
も
退
学
せ
ず
に
卒

業
し
た

。

４
団

体
の
意
見
は

、
ほ
と

ん
ど
再
編

反
対
で
し

た
が
、

一
部
の
委

員
は
再
編

に
肯
定

的
で
し
た

。
ま
た
、

討
論
の

最
後
に
「

提
言
づ
く

り
は
再

編
が
前
提

か
、
そ
の

他
の
選

択
肢
も
あ

る
の
か
」

と
の
発

言
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
問

題
の
決
着

は
次
回
以

降
に
持

ち
越
し
で

す
。
検
討

委
会
が

住
民
の
願

い
を
生
か

す
か
ど

う
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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発

行

所

25
日
、
鳥
取
県
倉

吉
市
で
、
小
惑
星
探

査
機
ハ
ヤ
ブ
サ
が
イ

ト
カ
ワ
か
ら
持
ち
帰
っ

た
微
粒
子
が
一
般
公
開
さ
れ

た
。
大
き
さ
は
１
／
20
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
。
子
ど
も
た
ち
は

興
味
深
く
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い

て
い
た
。
地
球
に
降
る
流
れ

星
の
燃
え
残
り
、
隕
石
と
同

じ
成
分
だ
っ
た
。
地
球
は
小

惑
星
が
集
ま
っ
て
出
来
た
１

つ
の
証
拠
だ
◆
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ(

宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構)

は
、

ハ
ヤ
ブ
サ
２
を
イ
ト
カ
ワ
と

は
別
の
小
惑
星
に
向
け
て
打

ち
上
げ
る
計
画
だ
。
そ
の
小

惑
星
は
、
水
や
有
機
物
を
豊

富
に
含
む
と
見
ら
れ
る
。
そ

れ
を
持
ち
帰
れ
ば
、
地
球
の

海
や
生
命
の
起
源
を
解
明
す

る
手
掛
か
り
に
な
る
◆
ハ
ヤ

ブ
サ
２
の
打
ち
上
げ
が
最
適

な
時
期
は
２
０
１
４
年
、
逃

せ
ば
２
０
２
４
年
に
な
る
。

あ
と
２
年
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
・
文

科
省
は
来
年
度
予
算
で
73
億

円
を
要
求
。
満
額
付
か
な
い

と
新
し
い
探
査
機
の
製
造
は

進
ま
な
い
。
時
間
切
れ
で
計

画
は
中
止
に
な
る
◆
さ
て
要

求
額
が
40
億
円
削
ら
れ
33
億

円
に
な
っ
た
。
川
口
さ
ん
た

ち
関
係
者
は
歯
ぎ
し
り
。
映

画
『
は
や
ぶ
さ
―
遥
か
な
る

帰
還
―
』
の
中
で
、
文
科
省

の
役
人
が
「
財
務
省
の
上
の

者
が
『
地
球
の
起
源
が
わ
か
っ

て
何
に
な
る
ん
だ
』
と
言
う

ん
で
す
」
◆
ス
パ
イ
衛
星
に

つ
な
が
る
準
天
頂
衛
星
の
予

算
要
求
は
41
憶
だ
っ
た
。
こ

ち
ら
に
は
65
億
円
上
積
み
さ

れ
１
０
６
億
円
が
つ
い
た
◆

宇
宙
開
発
は
「
非
軍
事
目
的

に
限
る
」(

国
会
決
議)

と
さ

れ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
設
置

法
に
も
「
平
和
目
的
に
限
る
」

と
あ
る
。
政
府
は
こ
の
文
言

の
削
除
を
閣
議
で
決
め
、

「
宇
宙
戦
略
室
」
を
設
置
す

る
◆
野
田
内
閣
は
宇
宙
の
真

理
を
探
り
、
子
ど
も
の
夢
を

膨
ら
ま
せ
、
科
学
技
術
の
基

礎
を
つ
く
る
こ
と
に
関
心
は

な
い
。
憲
法
に
背
い
て
宇
宙

ま
で
も
軍
事
支
配
の
道
具
に

す
る
。
こ
ん
な
政
府
に
子
ど

も
の
未
来
は
語
れ
な
い
。

響き

湖北の子どもは湖北の高校に
第
１
回
長
浜
の
未
来
を
拓
く
教
育
検
討

委
員
会
で
、
大
橋
松
行
副
委
員
長
が
示
し

た
レ
ポ
ー
ト
の
抜
粋
（
続
報
）
で
す
。

３
．
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
の
高
校

再
編
計
画

(1)
財
政
問
題
と
高
校
再
編
計
画
の
関
係
性

長
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
に
「
私
は

財
政
の
こ
と
は
申
し
上
げ
て
い
な
い
」
と

し
て
い
た
嘉
田
知
事
は
、
富
田
博
明
県
議

の
質
問
に
、
高
校
再
編
は
財
政
難
が
主
因

で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
も
、
行
財

政
改
革
方
針
に
位
置
づ
け
て
答
弁
し
て
い

る
。
高
校
再
編
の
狙
い
の
一
つ
が
行
財
政

改
革
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(2)
彦
根
市
の
公
開
質
問
状
と
知
事
の
回
答

彦
根
市
の
公
開
質
問
状
。
①
知
事
は
高

校
再
編
原
案
を
読
ん
だ
と
き
余
り
に
も
財

政
主
導
と
考
え
な
か
っ
た
か
。
②
「
平
成

23
年
３
月
に
策
定
し
た
『
滋
賀
県
行
財
政

改
革
方
針
』
で
は
、
本
県
の
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
に
伴
い
県
立
高
等
学
校
の
再
編

を
推
進
す
る
と
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
が

説
明
会
に
用
い
た
資
料
お
よ
び
『
教
育
し

が
』
で
も
財
政
状
況
に
触
れ
て
い
る
。
③

再
編
原
案
は
生
徒
や
保
護
者
に
様
々
な
負

担
を
強
い
る
内
容
、
住
民
の
目
線
に
お
い

た
計
画
と
は
到
底
言
い
難
く
県
知
事
に
よ

る
財
政
主
導
の
計
画
で
あ
る
。
④
財
政
削

減
効
果
を
具
体
的
に
金
額
で
示
さ
れ
た
い
。

嘉
田
知
事
は
「
財
政
主
導
と
は
考
え
な

い
」
と
か
「
今
後
必
要
と
な
る
経
費
も
あ

り
ト
ー
タ
ル
の
財
政
効
果
は
明
確
に
で
き

な
い
」
と
回
答
し
た
た
め
、
彦
根
市
は
再

度
公
開
質
問
状
を
提
出
し
た
。
「
予
算
編

成
お
よ
び
執
行
の
権
限
は
知
事
が
有
し
、

将
来
の
予
算
編
成
、
執
行
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
計
画
の
策
定
は
、
財
政
課
と
合

議
し
知
事
ま
で
上
げ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

そ
の
際
、
歳
出
削
減
効
果
お
よ
び
財
政
需

要
の
資
料
を
用
意
す
る
こ
と
は
常
識
」
。

嘉
田
知
事
は
「
２
校
を
１
校
に
統
合
す

る
場
合
、
１
校
あ
た
り
の
光
熱
水
費
等
の

管
理
費
、
校
長
や
事
務
長
等
の
人
件
費
で

約
７
０
０
０
万
円
（
年
間
）
の
歳
出
削
減

が
考
え
ら
れ
る
。
施
設
・
設
備
等
の
整
備

に
必
要
な
経
費
は
今
後
詰
め
て
い
く
」
と

回
答
し
て
い
る
」
（
８
月
31
日
）
。

(3)
長
浜
市
の
公
開
質
問
状（
略
）。

(4)
高
校
再
編
は
県
行
財
政
改
革
の
一
環

彦
根
市
も
長
浜
市
も
高
校
再
編
は
行
財

政
改
革
の
一
環
、
し
か
も
財
政
削
減
が
主

因
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
県

や
県
教
育
委
員
会
は
主
因
と
の
認
識
は
示

し
て
い
な
い
。
私
自
身
は
前
者
に
近
い
認

識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
触
れ
て

お
こ
う
。

第
１
に
、
『
新
し
い
行
政
改
革
の
方
針
』

（
２
０
０
８
年
３
月
）
の
実
施
計
画
で
あ

る
。
「
平
成
20
年
度
に
県
立
学
校
あ
り
方

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
結
果
を
踏

ま
え
平
成
21
年
度
よ
り
取
り
組
む
」
。

第
２
に
、
『
今
後
の
県
立
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
（
報
告
）
』
（
２
０
０
９
年

３
月
30
日
）
で
あ
る
。
第
１
章
。
①
県
の

財
政
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
平
成
20
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
し
い
行
政
改
革

の
方
針
」
に
お
い
て
、
県
立
学
校
を
含
む

複
数
配
置
の
機
関
は
組
織
の
統
合
・
再
編

を
含
め
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。
②
教

育
に
か
け
る
予
算
は
、
危
機
的
な
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
教
育
資
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
効
率
的
な
執
行
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
第
２
章
で
「
生
徒
等
か
ら
の
視
点
、

…
県
財
政
の
５
つ
の
視
点
を
基
本
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
図
表

で
、
学
校
規
模
別
の
生
徒
一
人
当
た
り
の

経
費
が
盛
り
込
ま
れ
、
１
学
年
４
学
級
規

模
の
学
校
が
77
万
円
、
６
学
級
規
模
が
61

万
円
、
８
学
級
規
模
が
55
万
円
、
10
学
級

規
模
が
51
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

第
３
に
、
『
教
育
し
が
』
２
０
１
０
年

12
月
特
別
号
。

第
４
に
、
『
滋
賀
県
行
財
政
改
革
方
針
』

（
２
０
１
１
年
３
月
）
の
第
４
章
。
「
厳

し
い
財
政
状
況
な
ど
に
伴
い
、
県
立
高
等

学
校
の
再
編
を
推
進
す
る
」
。

発
表
さ
れ
た
高
校
再
編
原
案
に
は
財
政

問
題
が
婉
曲
的
な
表
現
で
し
か
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
県
教
育
委
員
会
は
、
そ

れ
を
明
記
せ
ず
頑
な
に
否
定
し
た
の
か
。

財
政
問
題
を
明
示
す
れ
ば
県
民
の
理
解
や

賛
同
が
得
に
く
く
な
る
と
判
断
し
た
の
か
。

結
局
、
末
松
教
育
長
も
嘉
田
知
事
も
途
中

で
財
政
問
題
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
を

認
め
た
が
、
そ
う
な
ら
ば
、
最
初
か
ら
基

本
計
画
原
案
に
、
高
校
再
編
は
行
財
政
改

革
の
一
環
で
あ
る
旨
を
明
記
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

徒
歩
・
自
転
車
で
通
学

で
き
る
範
囲
に
高
校
を

湖
北
で
育
っ
た
子
ど
も

は
湖
北
で
活
躍
し
て

ＰＴＡ連協

第３回長浜の未来を
拓く教育検討委員会

学
校
数
の
減
少
で

課
題
は
解
決
し
な
い

２月24日市役所内で、傍聴26人、報道

関係７人が注視する中、「第３回長浜の

教育を拓く教育検討委員会」が開催。

まず、４団体からの意見表明。長浜市

ＰＴＡ連絡協議会は「多くの保護者の理

想は、自転車で通学できる範囲に学校が

あること」。学校運営協議会は「地元の

高校がなくなることは避けてほしい」。

小中学校長会は「湖北で育った生徒は湖

北の高校に進学し活躍して欲しい」。湖

北の高校を守る会は「学校が小さいから

活力がないという話は聞いたことがない」。

４団体とも「湖北の高校を大事にしたい」

思いが溢れていました。これに関して、

検討委員から質問や意見が続きました。

最後に、アンケートの速報値が発表さ

れました。回答率は中２生が94％(保護者

も同率)、高２生が35％(同)で、統廃合問

題への関心の高さがうかがえます。内容

は次号で紹介します。３月18日には、長

浜文芸会館で「長浜教育未来フォーラム」

が開かれます。

学
校
が
小
さ
い
か
ら
活
力

が
な
い
と
の
話
は
な
い

学校運営協 小中校長会 高校を守る会 が意見表明

四
団
体
と
も
再
編
原
案
に

待
っ
た

教
育
検
討
委
は

住
民
の
願
い
生
か
し
た
提
言
を

湖北の高校守る会の對月さん意見表明 滋賀民報社提供

第３回長浜教育検討委員会 滋賀民報社提供


